
　

「
春
」
に
は

様
々
な
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
桜
、
入

学
式
、
卒
業
式
、

新
生
活
、
花
見
、

花
粉
症
等
々
。
ま

た
、
出
会
い
の
季

節
や
長
い
冬
が
終

わ
り
、
生
命
が
花

開
く
季
節
で
も
あ
る
▼
定
年
引

上
げ
に
よ
り
、
今
年
度
末
の
定

年
退
職
者
は
い
な
い
。
そ
れ
で

も
約
１
１
０
人
が
退
職
予
定
で

あ
り
、
そ
の
中
に
は
20
〜
30
代

の
若
年
層
も
含
ま
れ
る
。
定
年

を
待
た
ず
に
県
の
職
場
を
去
る

人
数
の
多
さ
に
寂
し
さ
を
感
じ

る
。
一
方
で
４
月
に
は
約
１
２

０
人
の
新
採
用
職
員
が
職
場
に

配
属
に
な
る
。
職
場
の
先
輩
か

ら
「
組
合
に
入
ろ
う
」
と
声
を

か
け
、
県
職
労
の
新
し
い
仲

間
・
新
し
い
力
と
し
て
迎
え
入

れ
よ
う
▼
今
年
の
春
闘
は
民
間

大
手
を
中
心
に
昨
年
を
上
回
る

高
い
賃
上
げ
水
準
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
こ
の
流
れ
が
中
小

企
業
へ
波
及
す
る
か
が
、
実
質

賃
金
マ
イ
ナ
ス
か
ら
の
脱
却
の

カ
ギ
と
な
る
。
民
間
の
賃
上
げ

実
績
が
人
事
委
員
会
の
民
間
給

与
実
態
調
査
結
果
に
反
映
さ
れ
、

公
務
員
給
与
へ
影
響
す
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
中
小
企
業
の
頑

張
り
を
応
援
し
た
い
▼
春
の
闘

い
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
実
質

賃
金
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
長
か
っ

た
冬
に
別
れ
を
告
げ
、
ゆ
と
り

あ
る
生
活
と
い
う
春
を
迎
え
る

た
め
、
組
合
員
み
ん
な
の
力
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
。
そ
の

先
に
は
き
っ
と
大
き
な
花
が
咲

き
、
実
を
結
ぶ
だ
ろ
う
。

　

▲前進回答を求め人事課総括課長交渉に臨む県職労交渉団

▲24春闘要求書を手渡す小田嶋中央執行委員長（右）
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４
月
よ
り
各
所
属
に
新
採
用

職
員
が
配
属
さ
れ
る
。
各
支
部

で
は
こ
の
間
、
新
採
用
職
員
の

加
入
促
進
に
向
け
て
支
部
対
策

会
議
等
の
取
組
み
を
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

４
月
か
ら
の
新
採
用
職
員
へ
の

声
掛
け
等
に
全
組
合
員
で
取
り

組
も
う
。

　

本
部
が
提
起
す
る
方
針
は
次

の
と
お
り
。

【
重
点
①
】
支
部
・
分
会
で
の

組
織
的
な
取
り
組
み
の
強
化
・

徹
底
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
新

規
採
用
者
の
配
属
直
後
の
４
〜

６
月
に
は
支
部
・
分
会
で
重
点

的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
加

入
状
況
は
横
ば
い
と
な
り
、
通

年
の
取
り
組
み
と
し
て
支

部
・
・
分
会
で
組
織
的
に
加
入

促
進
の
取
り
組
み
が
定
着
し
き

れ
て
い
な
い
（
「
声
を
か
け
切

る
」
取
り
組
み
に
至
っ
て
い
な

い
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
４
〜

６
月
で
の
１
０
０
％
加
入
を
め

ざ
し
、
支
部
・
分
会
で
早
期
に

「
声
を
か
け
切
る
」
こ
と
に
こ

だ
わ
る
運
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
重
点
声
掛
け
期
間
を
設
定

し
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
重
点
②
】
新
採
用
者
・
未
加

入
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
と
継
続
的

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
徹
底
青
に
つ

い
て
は
、
職
場
に
定
着
し
た
後

に
加
入
に
至
る
事
案
や
、
初
異

動
時
（
例
：
県
庁
⇓
出
先
）
の

職
場
の
環
境
変
化
で
加
入
に
至

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
特
に

採
用
３
年
目
ま
で
を
目
途
に
重

点
的
な
声
掛
け
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
カ
ル
テ
（
個
人

別
）
に
つ
い
て
、
支
部
・
分
会

内
で
の
課
題
共
有
と
組
織
的
な

取
り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
く
視

点
で
、
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

【
重
点
③
】
青
年
層
の
主
体

的
・
組
織
的
な
声
掛
け
の
仕
組

み
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
同
年

代
の
先
輩
組
合
員
か
ら
声
を
掛

け
る
の
が
最
も
効
果
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
担
い
手
と
な
る
青

年
婦
人
部
の
体
制
強
化
と
と
も

に
、
各
支
部
青
年
婦
人
部
の
主

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

青
年
層
主
体
の
運
動
構
築
と
取

組
を
展
開
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
新
採
用
職
員
の

配
置
、
支
部
・
分
会
の
組
織
状

況
等
を
踏
ま
え
、
本
部
も
関
与

し
て
取
り
組
み
を
進
め
る
重
点

支
部
を
選
定
す
る
。
ま
た
、
新

採
用
職
員
の
配
属
者
数
が
多
い

も
の
の
、
職
場
に
組
合
員
が
少

な
い
な
ど
の
組
織
的
課
題
を
抱

え
る
県
庁
支
部
各
分
会
や
各
支

部
の
該
当
分
会
に
関
し
て
は
、

本
部
専
従
者
や
中
央
執
行
委
員

も
協
力
し
て
取
り
組
み
を
進
め

る
。

　

３
月
７
日
、
県
職
労
は
24
春

闘
要
求
書
を
内
城
人
事
課
総
括

課
長
に
提
出
し
、
賃
金
水
準
、

次
年
度
の
人
員
体
制
、
人
事
異

動
課
題
や
、
秋
の
確
定
闘
争
か

ら
の
継
続
課
題
等
に
つ
い
て
、

当
局
の
姿
勢
を
質
し
、
24
年
度

の
要
求
・
交
渉
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
主
な
回
答
は
次
の
と
お
り
。

【
賃
金
水
準
】

　

初
任
給
は
大
卒
、
高
卒
と
も

県
内
民
間
平
均
を
上
回
る
が
、

東
北
各
県
と
比
較
す
る
と
本
県

が
一
番
低
い
。
原
資
の
世
代
別

配
分
は
、
県
人
勧
で
世
代
別
の

民
間
給
与
と
の
差
を
踏
ま
え
て

検
討
す
べ
き
。

　

担
当
課
長
級
の
主
幹
任
用
は
、

例
年
と
同
程
度
の
見
込
み
。

【
人
員
体
制
】

　

定
年
引
上
げ
対
象
職
員
の
う

ち
来
年
度
も
在
職
す
る
職
員
は

80
人
程
度
、
う
ち
役
職
定
年
者

は
60
人
程
度
の
見
込
み
。
退
職

者
が
昨
年
度
見
込
み
か
ら
増
加
。 　

来
年
度
当
初
の
欠
員
数
は
今

年
度
当
初
（
９
人
）
と
同
程
度

の
見
込
み
。
土
木
職
や
獣
医
師

な
ど
は
採
用
予
定
数
に
満
た
な

い
が
、
保
健
師
、
心
理
職
、
水

産
職
、
環
境
化
学
・
食
品
衛
生

職
は
予
定
数
を
上
回
る
採
用
数

を
確
保
で
き
る
見
込
み
。

【
超
過
勤
務
】

　

今
年
度
の
超
過
勤
務
手
当
は
、

予
備
費
で
対
応
す
る
能
登
半
島

地
震
分
を
除
き
、
２
月
補
正
予

算
で
約
３
，０
０
０
万
円
増
額
補

正
し
た
。
人
事
管
理
費
の
部
局

間
調
整
等
で
実
績
把
握
に
努
め
る
。

【
休
暇
改
善
】

　

子
等
の
看
護
休
暇
の
日
数
増

の
必
要
性
は
、
休
暇
以
外
の
制

度
と
併
せ
て
研
究
。

【
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
】

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
５
人
の

本
部
役
員
が
退
任
さ
れ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
県
職
労
の
運

動
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、
課
題

前
進
に
向
け
て
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
の
意

を
表
し
た
い
。
今
後
、
引
き
続

き
評
協
議
会
・
支
部
・
職
場
で

の
運
動
前
進
に
向
け
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

書
記
長

　

「
県
職
労
総
合
共
済
」
「
自
治
労
共
済
」

等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
所
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
定
期
人
事

異
動
後
の
支
部
書
記
局
に
御
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

住
所
が
変
わ
っ
た
時
は

　
支
部
書
記
局
に
御
一
報
を
！

声をかけ切り仲間を増やそう！

新採用職員加入促進

　

当
初
、
４
月
か
ら
の
試
行
運

用
を
考
え
て
い
た
が
、
年
度
当

初
の
職
場
状
況
を
踏
ま
え
、
出

納
整
理
期
間
終
了
後
の
６
月
か

ら
の
試
行
運
用
と
す
る
。

【
人
事
異
動
】

　

可
能
な
限
り
早
期
の
内
示
に

努
め
て
い
る
が
、
諸
事
情
を
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

　

着
任
期
間
は
原
則
１
週
間
以

内
だ
が
、
職
員
の
移
転
等
に
支

障
が
生
じ
る
場
合
は
、
新
所
属

属
長
の
承
認
を
得
た
上
で
、
柔

軟
対
応
も
可
能
。

【
会
計
年
度
任
用
職
員
】

　

期
末
手
当
の
在
職
期
間
の
通

算
要
件
の
う
ち
、
本
人
都
合
で

な
い
勤
務
時
間
の
変
更
は
通

算
を
認
め
、
来
年
度
か
ら
の
勤

勉
手
当
に
も
同
様
に
適
用
。

３
・
７
春
闘
人
事
課
総
括
課
長
交
渉

賃
金
改
善
・
人
員
確
保
求
め
る

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
６
月
か
ら
試
行

退
任
役
員

中
央
執
行
委
員

佐々木 真由美（盛岡支部）

遠藤 俊明（盛岡支部）千葉 拓也（県庁支部）佐藤 佳之（盛岡支部） 千葉 美由喜（県庁支部）



▲挨拶をする佐藤税務協会長（奥中央）

▲今年度の運動方針について決定した税務協総会

＝3.9 税務協議会総会＝

退職者の皆さんありがとうございました

現場の声を拾い上げ　　
改善実現を

▼
花
巻
支
部

中　

村　

文　

治
（
県
南
広
域
振
興
局
農
政
部
花
巻
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木　

吉　

信
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

藤　

根　

由
紀
子
（
県
南
広
域
振
興
局
県
税
部
花
巻
県
税
セ
ン
タ
ー
）

山　

口　
　
　

司
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
花
巻
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

坂　

本　

壽　

明
（
花　

巻　

審　

査　

指　

導　

監
）

小
笠
原　
　
　

智
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
遠
野
土
木
セ
ン
タ
ー
）

▼
胆
江
支
部

北　

川　
　
　

睦
（
岩
手
県
県
南
家
畜
保
健
衛
生
所
）

田　

屋　
　
　

了
（
県
南
広
域
振
興
局
林
務
部
）

三　

宅　

真
佐
子
（
県
南
広
域
振
興
局
林
務
部
）

大　

舘　

ひ
と
み
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

小　

舘　

琢　

磨
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

▼
県
庁
支
部

佐　

藤　

隆　

浩
（
復　
　
　

興　
　
　

防　
　
　

災　
　
　

部
）

木　

村　
　
　

久
（
出　
　
　
　
　
　
　

納　
　
　
　
　
　
　

局
）

平　

井　

省　

三
（
岩　

手　

県　

東　

京　

事　

務　

所
）

藤　

代　

克　

彦
（
農　
　
　

林　
　
　

水　
　
　

産　
　
　

部
）

高　

橋　

一　

典
（
調　
　
　

査　
　
　

統　
　
　

計　
　
　

課
）

髙　

橋　

浩　

進
（
農　

業　

普　

及　

技　

術　

課
）

▼
盛
岡
支
部

高　

橋　

栄
久
子
（
盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

玉　

懸　
　
　

学
（
盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

坂　

本　

伸　

一
（
岩　

手　

県　

消　

防　

学　

校
）

三　

浦　

節　

夫
（
岩
手
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

千　

葉　
　
　

伸
（
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
）

細　

川　

泰　

子
（
岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
）

住　

川　

隆　

行
（
八
幡
平
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

冨　

手　

壮　

一
（
い
わ
て
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）

佐
々
木　

和　

哉
（
岩
手
県
立
療
育
セ
ン
タ
ー
）

蛭　

田　

嘉　

男
（
岩　

手　

県　

立　

杜　

陵　

学　

園
）

高　

橋　

孝　

嗣
（
岩
手
県
食
肉
衛
生
検
査
所
）

古　

舘　
　
　

衛
（
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
）

水　

野　

久　

禎
（
岩　

手　

県　

下　

水　

道　

公　

社
）

菅　

原　

千　

聖
（
岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

関　

上　
　
　

満
（
盛
岡
広
域
振
興
局
林
務
部
）

小
笠
原　

祐　

治
（
岩
手
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
）

高　

橋　

清　

孝
（
岩
手
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
）

太　

田　

美
香
子
（
岩
手
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

岩　

渕　

香　

織
（
岩
手
県
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
）

平　

中　

清　

人
（
岩
手
県
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
）

安　

部　

弘　

明
（
奥
州
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

川　

村　

良　

孝
（
県
南
広
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部
）

加　

藤　
　
　

保
（
県
南
広
域
振
興
局
総
務
部
）

▼
一
関
支
部

北　

村　
　
　

安
（
県
南
広
域
振
興
局
土
木
部
一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
）

▼
気
仙
支
部

髙　

橋　

正　

博
（
沿　

岸　

広　

域　

振　

興　

局
）

▼
釜
石
支
部

眞　

島　

芳　

明
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
）

小　

林　

隆　

伸
（
岩
手
県
漁
業
取
締
事
務
所
）

木　

村　

敏　

秋
（
釜　

石　

審　

査　

指　

導　

監
）

▼
宮
古
支
部

小　

原　
　
　

誉
（
沿
岸
広
域
振
興
局
農
林
部
宮
古
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室
）

八　

幡　
　
　

新
（
沿
岸
広
域
振
興
局
水
産
部
宮
古
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
）

千　

葉　
　
　

淳
（
沿
岸
広
域
振
興
局
土
木
部
宮
古
土
木
セ
ン
タ
ー
）

▼
久
慈
支
部

武　

田　
　
　

司
（
県
北
広
域
振
興
局
水
産
部
）

▼
二
戸
支
部

本　

川　

正　

人
（
岩
手
県
県
北
家
畜
保
健
衛
生
所
）

髙　

橋　

好　

範
（
県
北
広
域
振
興
局
農
政
部
二
戸
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
）

　

３
月
と
な
り
、
今
年
も
多
く
の
先
輩
、
仲
間
の
皆
さ
ん
が

退
職
さ
れ
ま
す
。

　

長
い
年
月
、
県
勢
発
展
の
た
め
第
一
線
で
働
い
て
こ
ら
れ

た
先
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
県
職
労
の
権
利
拡
大
や
組
織
強
化

の
た
め
支
部
や
分
会
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
運
動
を
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
・
準
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
。
３
月
15 
日
現
在
。

な
お
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
と
申
し
出
の
あ
っ
た
方
は
掲
載

を
し
て
お
り
ま
せ
ん
）

　

県
職
労
独
自
の
助
け
合
い
制

度
で
あ
る
遺
族
附
加
年
金
共
済

「
あ
と
お
し
」
に
つ
い
て
、
県

職
労
で
は
、
２
０
２
４
年
５
月

の
定
期
募
集
か
ら
既
存
の
コ
ー

ス
に
加
え
て
、
35
歳
以
下
（
１

９
８
９
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
）
の
組
合
員
本
人
を
対
象
と

し
た
「
本
人
Ｆ
コ
ー
ス
（
死
亡
・

高
度
障
害
保
険
金
１
５
０
万
円

コ
ー
ス
）
」
の
増
設
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
掛
金

は
お
お
む
ね
既
存
の
配
偶
者

１
５
０
万
円
コ
ー
ス
と
同
程
度

（
月
額
百
数
十
円
）
の
見
込
み

で
す
。

　

２
０
２
３
年
募
集
か
ら
導
入

し
た
「
就
業
不
能
サ
ポ
ー
ト
」

特
約
附
帯
は
、
あ
と
お
し
本
体

へ
の
加
入
が
条
件
で
す
が
、
新

設
の
「
本
人
Ｆ
コ
ー
ス
」
へ
の

加
入
で
も
特
約
附
帯
が
可
能
で

す
。
制
度
内
容
等
の
詳
細
は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
（
５
月
配
付
予
定
）

　

若
年
層
組
合
員
が
低
負
担
で

制
度
利
用
で
き
る
選
択
肢
が
増

え
ま
す
。
積
極
的
な
御
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

予
告

遺
族
附
加
年
金
共
済
「
あ
と
お
し
」

　

３
月
９
日
、
２
０
２
３
税
務
職

員
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
佐
藤
会
長
よ
り
「
今

年
度
は
、
自
治
労
都
道
府
県
税

務
職
員
連
絡
協
議
会
（
以
下

『
全
国
税
協
』
と
い
う
）
が
17

年
ぶ
り
に
岩
手
県
で
開
催
さ
れ

た
。
岩
手
県
の
組
合
組
織
率
が

低
下
し
て
い
る
今
、
全
国
税
協

の
仲
間
と
継
続
し
て
交
流
し
、

情
報
共
有
を
図
り
組
織
率
の
拡

大
及
び
評
協
議
会
の
活
動
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
過
去
に
は
全
国
税
協
に

て
、
東
京
都
に
試
験
導
入
さ
れ

た
新
た
な
制
度
の
情
報
収
集
が

で
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
職
員

の
負
担
軽
減
や
不
安
解
消
に
つ

な
げ
ら
れ
る
機
会
で
も
あ
る
た

め
、
今
後
も
会
員
の
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

総
会
で
は
、
大
規
模
組
織
再

編
や
新
た
な
税
務
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
控
え
、
加
え
て
能
登
半

島
地
震
に
係
る
業
務
支
援
等
も

あ
り
、
職
員
の
更
な
る
業
務
負

担
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に

立
ち
向
か
う
べ
く
、
職
場
改
善

要
求
や
実
感
で
き
る
働
き
方
改

革
を
目
指
し
た
取
り
組
み
な
ど

を
柱
と
し
た
運
動
方
針
の
提
起

が
な
さ
れ
、
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
た
。

　

税
務
協
議
会
で
は
、
組
合
員

や
職
場
が
抱
え
る
課
題
の
共
有

と
、
職
場
環
境
改
善
を
め
ざ

し
、
取
組
を
強
化
し
て
い
く
。

【
２
０
２
４
税
務
協
役
員
体
制
】

会　

長　

佐
藤
勝
志
（
二
戸
）

副
会
長　

千
葉
拓
也
（
県
庁
）

副
会
長　

小
原
将
貴
（
一
関
）

事
務
局
長　

高
橋
未
来
（
県
庁
）

事
務
局
次
長　

大
村
雄
哉
（
花
巻
）

２
０
２
４
年
募
集
か
ら
35
歳
以
下
新
コ
ー
ス
増
設
へ
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